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施設入所者数 341 名のうち、転倒者は 154 名(45.2%)であった。移動手段別にみると、車椅子使用
者を全介助と部分介助に分け、さらに歩行移動者の転倒率をみると、順に 18.8%、56.5%、42.6％で









全職員 51 名（非常勤を含む）に、2016 年 7 月 25 日から同 30 日の間、著者自身が施設内で KYT
を 1 日 1 回 60 分間実施し、1 回以上 KYT の受講 1 ヶ月前、1 ヶ月後、3 ヶ月後に安全意識に関する
自記式質問紙調査を行っている。統計学的解析では、反復測定一元配置分散分析を用いている。 
(結果) 




































平成 30 年 1 月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン･ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
